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講演内容

今回のイベントではPersolkellyに勤めておられる片田充様をスピーカーとしてお招きした。講演
内容としては大きく３つ挙げられる。

①片田様のキャリア、Persolkellyについての紹介。

②オーストラリアに進出する日系企業について。

③英語での面接について。

今回のイベントをする際にテーマとなったのは「インタラクティブ」である。学生も興味を持って話

を聞きやすく、スピーカーからの投げかけに対して質問が返ってきやすいような状況を作り出した

かった。そのため、上記３つのテーマに絞り講演を行うことに決めた。

まずは片田さんが所属する会社がどのようなビジネスに携わっているのかということについて紹

介をしていただいた。これを通じて片田さんという方がどのような人なのかということをオーディエ

ンスに理解してもらうことに繋げた。

その次に、オーストラリアに進出している企業について話をしてもらった。私の個人的な意見だ

が、海外で仕事をしたい、高学歴という希望を持つ人は大体、外資系、コンサルティング、商社、

メーカーの企業を志望している印象がある。このように就活生が企業を選ぶ際の選択肢が一極

集中している印象がある。しかし、実際には就活生が知らないだけで多数の企業が海外展開を

果たしている。この事実を知ってもらい、学生たちにとって会社選びの選択肢を広げることに繋げ

られたら良いな。このような意図を持って②のテーマについて言及していただいた。

そして、３つ目に英語での面接について言及をしてもらった。これから海外に出て仕事をしたいと

思っている人たちは英語で面接をする事態に直面するかもしれない。オーストラリアにて、英語で

の面接を多数経験した片田様だからこそできるアドバイスがあると考え、このテーマについてもお

話をしていただいた。ネイティブより英語が上手ではないという日本人の状況を踏まえた上で、面

接でできることはある。そのような意図のもと、片田様から面接を受ける際のコツ、アドバイス、

NG行為についてお話をしていただいた。



感想

今回のイベント人材業界で働く、片田様だからこそできる講演内容で、日々の仕事を通じて蓄積

されたナレッジを学生に共有してくださったと感じた。まずは、PERSOLKELLYの仕事について
は、日本にいるとなかなか海外から日本への人材派遣、日本から海外への人材派遣についての

ビジネスについて耳にする機会は非常に少ないため、PERSOLKELLYが行うビジネスについて
認知できたことだけでもすごく貴重なことではないかと感じた。また、オーストラリアに進出してい

る日系企業についての情報も非常に興味深い内容だった。まず、オーストラリアに進出するメリッ

トから、オーストラリアに進出する日系企業の数の推移についてお話をしていただいた。その上

で、業界別でオーストラリアに進出している企業一覧を見せてくださった。日本で就職活動をして

いるだけでは気づけない発見があっただろう。意外な企業がオーストラリアに進出していることが

わかったと思うし、オーストラリアで仕事をしたい、海外で仕事をしたいというキャリアプランを実

現するためには多様な選択肢があるということが伝わっただろう。また、大企業だけではなく、中

小企業やオーストラリアで日本人が起業した会社についても言及があり、我々学生が知らないだ

けで、今いろんな企業が海外進出を進めているのだなということがヒシヒシと伝わってきた。

英語での面接についてはよく聞かれる質問リストについて紹介をいただき、その中でも特に

Behaviour questionについて焦点を当て、学生とスピーカーの間で議論が交わされた。日本の面
接だとこの手の質問はなかなかされることがない。だから、このような質問に対する対応策につ

いてアドバイスをもらえるのは学生にとっては非常に貴重な機会だっただろう。また、自分の強み

や弱みについてという頻出の質問についての対応についてもアドバイスがあった。これは日本で

も頻出の質問だ。だから、日本でも、海外でも、どちらでも活かすことができる質問について聞くこ

とができたのは非常に良かっただろう。社会人がどのような視点で学生を見ているのかを知る機

会はなかなか少ないと思うので、そのような機会が提供できて良かったと感じている。

今回片田様がイベントへの参加を快諾してくださり、講演内容についてもかなり綿密に準備を進

めてくださった。おかげで、ユニークな内容の講演を行うことができたと感じている。我々のイベン

トに協力してくださった片田様に感謝申し上げます。

また、今回も引き続き、メルボルン日本商工会議所の根本様にもイベントの様子を視察してくださ

りました。お忙しい中、我々のイベントの運営に関して様々なご協力をしてくださりありがとうござ

います。また、今後も続けていきますので、どうぞよろしくお願いいたします。






